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ま え が き 
 
 日本社会の高齢化は急速なペースで進んでおり、団塊世代が高齢期を迎える今後、高齢人

口はさらに増えるとされている。この高齢社会の進行に伴って、家族介護による退職が問題

となっている。これに対応するため、1995 年に介護休業制度が法制化され、1999 年から企

業の義務となっている。法制化当時、介護休業制度への期待は大きいものであった。しかし

ながら、その利用者は今日でも少ないと言われている。そもそも、家族介護との両立課題を

もつ労働者がどのくらい介護休業制度を利用しているか、制度の利用実態がほとんど明らか

になっていない。 
 本研究「介護休業制度の利用状況等に関する研究」は、介護休業制度の利用実態を明らか

にし、労働者にとって有効な介護休業制度構築の課題を明らかにすることを目的としている。

研究の主眼は介護休業制度に置かれるが、仕事と介護の両立は、企業の両立支援策、家族・

親族の介護分担、地域の介護保険サービス、介護ボランティア・近隣援助といった多方面の

支援によって可能となることに留意したい。介護休業制度が利用されていないとしたら、な

ぜなのか、これを明らかにするためには、企業・家族・地域による支援の相互関係において、

介護休業制度が果たす役割と課題を明らかにすることが重要である。 
 こうした観点から、家族における介護役割と介護負担、職場での年休取得や欠勤等による

介護への対応状況、介護保険サービスや介護ボランティア・近隣援助といった地域の在宅介

護支援の利用状況等についてヒアリング調査とアンケート調査を実施し、家族介護に関わる

労働者の実態から介護休業制度の利用状況と課題を明らかにした。調査の結果から、介護休

業取得者は極めて少ないことが明らかとなった。そして、労働者が介護の状況に応じて休業

制度を利用できるために、休業期間・取得回数の柔軟化と休業時の経済保障の拡充、休業し

やすい職場環境づくりの重要性が示唆される。 
 本報告書が、企業、労働組合、関係機関の方々、および研究者等、仕事と介護の両立支援

に関心がある専門家の方々にご活用頂ければ幸いである。 
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